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論文内容の要旨
【目的】 AnorexianervosaおよびbuJimianervosaでは，身体像の障害に代表される認知機能の異常が
認められる事がよく知られており，この認知障害を様々な心理学的手法を用いて客観的に評価しようとす
る試みがこれまでなされてきたc 事象関連電位 (ERP)は，聴覚・視覚などに対する刺激を与えながら.
それに関連した課題を遂行させた際に脳謹上に出現する誘発電位であり，なかでもP300は認知機能を反映
するものとして注目されている。本研究では.摂食障害患者を下位分類したうえで事象関連電位を部j定し，
摂食行動との関連性を検討した。
【対象と方法】Anorcxianervosaのrestrictingtype 17例(八NR群)と bin肝 -eating/purgingtype 
18例 (ANI3P群)， bulimia ncrvosaのpurgingtype 12例 (BNP群)に対照群として年齢を適合させた
健常女性16名 (C群)を加えた。事象関連電位の測定方法は，脳波・筋電図学会の指針に従い， odd ball 
課題を用いて同標刺激音の回数をカウントする課題を与えた。目標刺激に対する加算が30同に達した時点
で施行を終了し，加算波形から頂点同定法により事象関連電位のNl00，P200， N200， P300を同定してそ
の潜時と振幅を測定した。
【結巣】 事象関連電位のP300の結果は ANBP群と Bl¥P群の潜時がC群に比して有意な延長を示した。
振幅については有意差を認めず，八NR群の港時はC群と有意差を認めなかった。 P300の潜時と年齢，発
病年齢，擢病期間などの臨床特徴や体重，標準体重比， body mass index，過食と曜吐の最高頻度や調査
時の頻度との関連を検討したが，有意な相闘を認めなかった。
【考察】1'300の潜時の延長は過食.幅吐という摂食行動異常と関連していたが，その頻度や樺病期間な
どと相関を示さなかったことから過食，瞳吐の重症度とl玄関連していないと考えられた。過食や頓吐を
伴う患者に存在するといわれる衝動的認知スタイルと P300の潜時の延長との関連性が示唆された。しか
し，これが一次的に生じているのか，過食や瞳吐に二次的に生じたのかについては今後の課題である。
論文審査の結果の要旨
摂食障害lま，大別してanorexianervosa (神経性食思不振症，AN)とbulimianervosa (過食症，
BN)とに分けられてし喝。八Nは思春期の友性に頻発し，食恩不振と摂食量のぼ下により，るいそうにま
で達するものである。強いやせ願望，肥満に対する恐怖，活動性の克進などの精神症状を不し，身体的に
は，無月経，低体温，徐脈などを生ずる。他方， BNは.過食と自己誘発性晦耽.下剤や利尿剤の盗用など
がみられる。本研究では，米同精神医学会のDiagnosticand statisticaJ manual of mentaJ disordcrs， 
fourthωition (DSM・IV)の診断基準に従って，摂食障害の患者を次のように分類した。食思不振があ
るが，過食と曙吐，下剤の濫用などの浄化行動のみられないrestrictingtype (制限型， ANR群)17例，
過食または浄化行動のみられる binge-eating/purgingtype (むちゃ食い/排出型， ANBR群)18例およ
びbulimianervosaで，自己誘発性咽吐と浄化行動とを示す(排出型， BNP群)12例に細分類した。対
照としては，これらと類似した年齢の健常女性 (C群)16例について，それぞれ事象関連電位を測定し，
摂食障害の患者における主事知機能の障害との関連性について検討した。事象関連電位の測定では，聴覚刺
激によるoddbal課題を用いて目標刺激音の回数を数えさせ，目標刺激音に対する加算が， 30固に達し
た時点で検査を終Iし，加算波形から頂点同定法による事象関連電位のN100，P200， N200およびP300な
どの各成分同定し，港時と振幅とそれぞれ測定した。
事象関連電位におけるP300の結果では ANBP群と BNP群の潜時が C群の潜時に比較し有意な延長
を示した。振幅については有意売がなかったD また ANR群の港時は C群として比較して差異が認めら
れなかった。
それ以外の事象関連電位の因子では， 4群間でで-台
期間，体重，標準体重比， body mass indexなどの背景因子との問で有意な相関が得られなか勺た。した
がって本論文は， P300における潜時の延長が，過食や曜骨tlこ伴う摂食障害の患者に存存する衝動的認知障
害に起因することを示唆したもので，摂食障害の病因の解明に寄与するところが少なくない。よって，本
研究者は，博士(医学〉の学位を授与するに値するものと判定された。
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